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9　軽度前脳虚血によるC57BL/6マウスの虚血

耐性発現に関する研究

呉 超 然 ・ 富 士 原 秀 善

戚 思 華 ・ 多 賀 紀 一 郎
馬場洋（新潟大学麻酔科学教室）

【目的】 軽度
一

過性脳虚血 を負荷 する事に よ っ

て, その 後の 致死的虚血に対す る耐性 が発現 する

か否か , マ ウス を用 い て検索 した .

【方法】 雄性 C 57 B L / 6 マ ウス を用 い た . 前脳虚

血 は, 両側の 総頚動脈を閉塞すること によ っ て行 っ

た . 対照群 ( s h a m コ ン ト ロ ー ル) , 虚血 群 (18 分

間虚血) と前処置群( 6 分間虚血後48 時間後18 分

間虚血) に分けた .

【結果】 虚血後の 残存神経細胞数 は 虚血 群に比

較 して前処置群で有意に多か っ た . 虚血群 に お い

ては, M A P
- 2 免疫染色 は ほ ぼ完全 に脱 落 した .

前処置群で は対照群 に比 べ て M A P -

2 免疫染色

は若干減弱したが, かなり正常に近 い 状態 で染色

さ れた .

【結論】 C 57 B L / 6 マ ウ ス にお い て , 虚血 性脳損

傷 は前処置 によ っ て大きく軽減された . 軽度前脳

虚血はその 後の致死性脳虚血に対 して保護作用が

ある こ とが示唆され た .

11　硬膜外カテーテル挿入後，硬膜外膿瘍を生じ

た1症例

和栗紀子・安宅豊史
冨田美佐緒（新潟大学麻酔科学教室）

われ われ は硬膜外カ テ ー テ ル 挿入後 , 硬膜外膿

蕩を発症 し, 椎 弓切除を施行 した症例を経験 し た

の で報告する . 症例 は5 5 歳, 男性 . 右鹿骨骨折後 の

反射性交感神経萎縮症 に対 して T h 12/ L l よ り硬

膜外脊髄刺激 電極 ( 多目的) カ テ ー テ ル を挿入 .

脊髄刺激に加えて , 局所麻酔薬 を 1 日 1 回注 入 し

た . カ テ ー

テ ル 挿入後3 日目に刺入部 の 痔痛 が 出

現 し, 4 日 目 には膿汁の 漏出が認 め ら れ た た め カ

テ ー テ ル を抜去 し, 抗生物質投与を開始 した . 翌 5

日 目には排尿障害 が 出現 し, M RI 検査 で硬膜外

膿療の 形成を確認した . 6 日目, 椎弓切除を施行 ,

排尿障害は改善 し麻痔な ど合併症を残す こ と なく

治癒 した . 以上 と伴 に
.,
硬膜 外カ テ ー

テ ル 挿入時

の 消毒法, カテ ー テ ル管理に つ い て の 考察を含め

報告 した .

12　顔面多汗・赤面症患者に対する胸腔鏡下交感

神経節切除術の施行経験

安宅豊史・和栗紀子
冨田美佐緒（新潟大学麻酔科学教室）

手掌多汗を伴わな い 顔面多汗症や赤面症患者 に

対する胸腔鏡下胸部交感神経切除術の 効果は明ら

か で ない . 今回我々 は, 手掌多汗を伴 わ な い 顔 面

多汗 ･ 赤面症患者 に対 し, 胸腔鏡下 交感神経切 除

術を施行 し, 良好な結果を得た . 症例 は5 1 歳女性 ,

中学生頃よ り赤面症 , 顔面多汗を自覚 し て い た .

手術療法を希望され 2 001 年 3 月16 日 当科 初 診 .

外来 にて両側の S G B 正常神経節ブ ロ ッ クを繰り

返し施行 した が, 自覚症状 は 変 わ らず . 同年10 月

16 日全身麻酔下 に胸腔鏡下交感神経切除術 ( 左右

T h 2 ) 施行さ れた . 施行後 , 両側手掌 深部温 の 上

昇を認め た . 術後経過は良好 で , 発熱 時に前額 部

の 発汗を認めず本人の 満足も得られ た . その 詳細

な作用機序は不明だ が, 赤面症や顔面多汗症 に対

する交感神経焼灼術 は有効な治療法と考えられた .

13　婦人科手術後の硬膜外PCA（patient con-

t r o l l e d  a n a l g e s i a ） に よ る 疼 痛 管 理

吉川成一・渡辺幸之助
国分誠一郎・柾木永
佐久間一弘・傅田定平（新潟市民病院麻酔科）
木下秀則

【目的】 全身麻酔下 に行わ れ た婦 人科疾患 開腹

手術 の4 8 例に対 して硬膜外 P C A によ る術後痔痛

をお こ ない , 比較検討 した .

【方法】 術中麻酔が セ ボフ ル レ ン ･ 笑気 ･ 酸素

( G O S) , P C A 2 m l/臼乱 G O S , P C A 3 m l/ 回 . 術

中麻酔が プ ロ ポ フ ォ ー ル ･ 笑気 ･ 酸素 , P C A 2

m l/ 回 . 以上 の 3 群 に対 して , 安静 時 ･ 体動 時

V A S
,
P C A を押 した 回数, 他の 鎮痛剤を使用 し た

回数, 合併症( 頭痛, 帳気, 掻痔感 ,
低 血圧) に つ


